
別紙３

１　総括
　(1) 人件費の状況（普通会計決算）

　(2) 職員給与費の状況（普通会計決算）

　　　２　類似団体平均とは、人口規模・産業構造が類似している団体のラスパイレス指数を単純平均したものである。

　(3) ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）

16.5

人 件 費

区分

（参考）

実質収支

千円 

687,721

区分
歳 出 額

Ｂ

北海道内市町村の給与・定員管理等の状況へのリンク
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/scs/kyuuyo/index.htm

厚岸町の給与・定員管理等について

（参考）

R4年度の人件費率

％ 

（R5年度末）

人 

Ａ

住民基本台帳人口

136,264 269,991 1,096,327 5,740

一人当たり給与費

千円 

　　　３　給与費については、任期付短時間勤務職員、暫定再任用職員（短時間勤務）及び定年前再任用短時間勤務職員の給与費が
　　　　含まれているが、会計年度任用職員の給与費は含まれていない。

R5年度
千円 

5,662

類似団体平均

人 

給　　　与　　　費

給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

11,690,973

191

R5年度
千円 

8,273

千円 

1,822,304

千円 千円 千円 千円 

職員数

690,072

　　　２　職員数については、令和６年４月１日現在の人数です。また、任期付短時間勤務職員、暫定再任用職員（短時間勤務）、
　　　　定年前再任用短時間勤務職員及び会計年度任用職員を含まない。

（注）１　職員手当には、退職手当を含まない。

人件費率

Ｂ／Ａ

％ 

15.6

Ａ

一人当たり
給与費　Ｂ／Ａ

（注）１　ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準で比較するため、国の職員数（構成）を用
　　　　いて、学歴や経験年数の差による影響を補正し、国の行政職俸給表(一)適用職員の俸給月額を100として計算した指数。

　　　３　ラスパイレス指数（地域手当補正後ラスパイレス指数を含む）の算出に当たっては、60歳に達した日後の最初の４月１日
　　　　以後に支給される給料月額について、本来の給料月額の７割水準に設定される職員を除いている。
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２　職員の平均給与月額、初任給等の状況

一般行政職

３　一般行政職の級別職員数等の状況

人 ％ 円 円

人 ％ 円 円

人 ％ 円 円

人 ％ 円 円

人 ％ 円 円

人 ％ 円 円

（注）１　厚岸町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。

　　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

  

　　　　ていないことから、比較のため国家公務員と同じベースで再計算したものである。

　　　　　また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、特殊勤務手当等の手当が含まれ

　　　　ものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものである。

　　　２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当等の全ての諸手当の額を合計した

（注）１　「平均給料月額」とは、令和６年４月１日現在における職種ごとの職員の基本給の平均である。

　(1) 一般行政職の級別職員数及び給料表の状況（令和６年４月１日現在）

　(3) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和６年４月１日現在）

　(2) 職員の初任給の状況（令和６年４月１日現在）

　(1) 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（令和６年４月１日現在）

４　級

課長

５　級

６　級

主査、係長

課長補佐

323,100

高　校　卒 239,900 円

最高号俸の
給料月額

主任

区　　分

１　級

２　級

大　学　卒

３　級

標準的な職務内容

円

円

円332,627

一般行政職

円

162,100

区　分

364,600 円

16

13.2

28.9

高　校　卒

国 323,823歳

歳

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

国

405,378

166,600

196,200

区　　　分 厚　岸　町 北　海　道

円 円

類似団体

円 円

41.4

289,583

318,800

303,923

340,386

386,694

－

349,117円

平均給与月額
（国ベース）

厚 岸 町 円 円

北 海 道

歳

歳

38.3

42.5

円

円

322,837

360,806

42.1

区　　　分 経験年数10～14年 経験年数15～19年 経験年数20～24年

一般行政職
円

円円166,600

職 員 数 構 成 比

主事、技師

351,000

385,400

279,100 円

280,100

329,200 円

196,200大　学　卒

11.2

10.5

１号俸の
給料月額

196,200

31

24

20

44

17

20.4

15.8

主事、技師

円

208,000

240,900

271,600

295,400

249,400

305,200

円

394,000

411,300

経験年数25～29年

379,300

円 323,400

円 166,600

円

326,100 円

１級
20.4%

１級
22.0%

１級
21.9%

２級
15.8%

２級
17.6%

２級
18.1%

３級
13.2%

３級
12.0%

３級
7.1%

４級
28.9%

４級
27.7% ４級

28.4%

５級
11.2%

５級
11.3% ５級

12.9%

６級
10.5%

６級
9.4%

６級
11.6%

令和６年の構成比 １年前の構成比 ５年前の構成比

６級

５級

４級

３級

２級

１級
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　(3) 昇給への人事評価の活用状況（一般行政職）（厚岸町）

　(2) 国との給料表カーブ比較表（行政職（一））（令和６年４月１日現在）

　　上位、標準、下位の区分 ○ ○ ○ ○

ア　人事評価を活用している

令和６年度中における運用 一般職員

イ　人事評価を活用していない

　活用予定時期

○○

　　標準、下位の区分

　活用している昇給区分
昇給可能な

区分

　　標準の区分のみ（一律）

　　上位、標準の区分

管理職員

昇給実績が
ある区分

昇給可能な
区分

昇給実績が
ある区分

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

国10級

町６級

町５級
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国４級

国３級

国２級

国１級

町４級

町３級

町２級

町１級
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４　職員の手当の状況
　(1) 期末手当・勤勉手当

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

　月分 　月分 　月分 　月分 　月分 　月分

（ ）月分 （ ）月分 （ ）月分 （ ）月分 （ ）月分 （ ）月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況） （加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

・役職加算　　　5～15％ ・役職加算　　　5～20％ ・役職加算　　　5～20％

・管理職加算　　なし ・管理職加算　　10～25％ ・管理職加算　　10～25％

（注）　（　　）内は、暫定再任用職員に係る支給割合である。

　○勤勉手当への人事評価の活用状況（一般行政職）（厚岸町）

（支給率） （支給率）

勤続２０年 勤続２０年

勤続２５年 勤続２５年

勤続３５年 勤続３５年

最高限度 最高限度

その他の加算措置 定年前早期退職制度 その他の加算措置 定年前早期退職特例措置

（3～45％加算） （2～45％加算）

（退職時特別昇給） 制度なし

　(3) 地域手当（令和６年４月１日現在）

　(2) 退職手当（令和６年４月１日現在）

支給対象地域

北　　　海　　　道

（R5年度支給割合） （R5年度支給割合） （R5年度支給割合）

１人当たり平均支給額（R5年度）

（注）１　退職手当の１人当たり平均支給額は、令和５年度に退職した職員に支給された平均額である。

１人当たり平均支給額（R5年度）

2.45

0.975

2.45 2.05

1.375

厚　　岸　　町

19.6695 月分 24.586875

月分

応募認定・定年自己都合

国

24.586875

月分

応募認定・定年

月分

月分33.27075

月分

支給率

47.709

月分

支給職員１人当たり平均支給年額（R5年度決算）

82

81,702

－

月分28.0395

月分

人1 ％3.0

39.7575

月分

47.709 月分

応募認定・定年 －

支給対象職員数 国の制度（支給率）

札幌市

千円支　給　実　績（R5年度決算）

円

％3.0

1.375

47.709

0.975

1,330

月分

2.452.05

千円1,318

自己都合

国

－
千円

19.6695

千円

自己都合

月分

厚　　　岸　　　町

支給実績が
ある成績率

　　標準の成績率のみ（一律）

　活用予定時期

月分

47.709

○ ○ ○

　　上位、標準の成績率

28.0395

39.7575

47.709

　　標準、下位の成績率

　　上位、標準、下位の成績率

１人当たり平均支給額（R5年度）

令和６年度中における運用

支給可能な
成績率

支給実績が
ある成績率

支給可能な
成績率

管理職員 一般職員

○ ○ア　人事評価を活用している

　活用している成績率

イ　人事評価を活用していない

○

2.05

1.375 0.975

千円1,682

　　　２　「応募認定・定年」のうち「定年」には、定年退職及び定年引上げ前の定年年齢に達した日以後その
　　　　者の非違によることなく退職した場合を含む。

33.27075月分

0

47.709

月分
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　(5) 時間外勤務手当

（注）１　時間外勤務手当には、休日勤務手当を含む。

　　　２　職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績」と同じ年度の４月１日現在の総職員数（管理職員、教育

　　　　職員等、制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員を除く。）であり、短時間勤務職員を含む。

　(4) 特殊勤務手当（令和６年４月１日現在）

　(6) その他の手当（令和６年４月１日現在）

蜂の巣駆除作業手当

支給実績

通勤手当

異

扶養手当

捕獲及び処分業務

千円

30,111

542

計算方法、
支給限度額

同

職員１人当たり平均支給年額（R4年度決算）

異

住居手当

国の制度
との異同

職員全体に占める手当支給職員の割合（R5年度）

野犬掃とうの業務に従事したとき又は鹿を捕
獲する業務に従事した職員

蜂の巣の駆除を目的とした作業に従事した職
員

主な支給対象職員

内容及び支給額

支給実績（R4年度決算）

月額５,０００円

左記職員に対する
支給単価

日額１,０００円

日額１,０００円

304,243

感染症の患者又は感染症の疑いのある者の救
護若しくは移送又は感染症の病原体に汚染さ
れた物件若しくは汚染された疑いのある物件
の処理作業に従事した職員

（令和５年度決算）

230,896

千円

①課長相当職　月額61,500円
②局長相当職　月額57,000円
③課長補佐相当職
　　　　　　　月額47,000円

主な支給対象業務

防疫作業

駆除業務

牧場管理業務

管理職手当

円

千円

日額１,０００円

支給職員１人当たり平均支給年額

（令和５年度決算）

円

千円

22,819

支給実績（R5年度決算）

家賃が12,000円を超える借家
等に入居する職員に対して支
給
月額2,000円～29,000円

①配偶者　月額6,500円
②子ども　月額10,000円（15
歳から22歳までの子は月額
5,000円を加算）
③上記以外の扶養親族　月額
6,500円

手当名

円

千円

636,000
支給区分、

支給額

同

60,795同

千円

円

手当の種類（手当数）

40,979 千円

％

7,356

14,752

24,168

宿日直手当
宿直又は日直勤務を命ぜられ
た職員に対して支給
　　　　１回4,400円

同 541

①自家用車使用
　月額2,000円～31,600円
②交通機関利用
　通勤に伴う運賃相当額
（いずれも通勤距離が２km以
上の者が対象）

寒冷地手当

毎年11月から翌年３月までの
各月の初日において在職する
職員に対して支給
①世帯主で扶養親族あり
　年額116,800円
②世帯主で扶養親族なし
  年額65,300円
③その他 　年額44,000円

14,789

4,832

千円 77,836

円

千円

円

4

207,775

円

円

支給職員１人当たり平均支給年額（R5年度決算）

防疫等作業手当

町営牧場に勤務する職員で、育成牛の移動又
は冬季舎飼牛の飼料調整作業に従事する職員

職員１人当たり平均支給年額（R5年度決算） 252,958 円

37,405

国の制度と
異なる内容

8.9

支給実績（R5年度決算）

牧場管理業務手当

手当の名称

野犬掃とう等業務手当
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円 円

（ 円 ） 円

円 円

（ 円 ） 円

円 円

（ 円 ） 円

円 円

（ 円 ） 円

円 円

（ 円 ） 円

（算定方式） （１期の手当額）

（算定方式） （１期の手当額）

（注）１　給料及び報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額である。

　　　２　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給割合に基づき、１期（４年＝４８月）勤めた場合に

　　　　おける退職手当の見込額である。

５　特別職の報酬等の状況（令和６年４月１日現在）

230,000

給

料

843,000

給料月額×20.504月分（支給割合×在職期間）

町　　長
副 町 長 4.50

最低額

副 町 長

355,000

820,000

337,000

681,000

（令和５年度支給割合）

期
末
手
当

副 議 長

最低額

最高額

310,000

700,000

434,200

（令和５年度支給割合）

町　　長

（支給時期）

議　　員

議　　長
副 議 長
議　　員

4.50

町　　長

月分

（参考）類似団体における最高額及び最低額

給　　　料　　　月　　　額　　　等

248,000

最低額 165,000

副 町 長

月分

最低額

給料月額×12.936月分（支給割合×在職期間） 任期満了時

退
職
手
当

最高額

250,000

最高額

最低額 182,000

280,000

195,000

16,813,280

8,809,416

区　　　分

最高額

報

酬

議　　長

加算割合　１５％

（参考）類似団体における最高額及び最低額

最高額

（支給時期）

任期満了時

円

円
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６　職員数の状況
　(1) 部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年４月１日現在）

＜参考＞

人口１万人当たり職員数 人

（類似団体の人口１万人当たり職員数） 人

＜参考＞

人口１万人当たり職員数 人

（類似団体の人口１万人当たり職員数） 人

＜参考＞

人口１万人当たり職員数 人

（注）１　職員数は一般職に属する職員の合計数である。

　　　２　[　]内は、条例定数の合計である。

　

　(2) 年齢別職員構成の状況（令和６年４月１日現在）

15

160

39歳

10人

31

10

△ 2

0

65

194

0

50

26

～

48歳

31歳

282人33人 6人

94

議　会

令和５年令和６年

職　　員　　数

32歳

4

91

対前年増減数

163

31

[  309  ]

285 0

　　　　　　　　　　　　区　分
 部　門

総務課職員、総合政策課職員、町民課職員、監査委員事務局職員の増

285

44歳24歳 36歳

60歳
以上

11

△ 1

0

教育部門

水　道

一
般
行
政
部
門

191

67

～

43

344.49

計

16

11

7

24

3

11

43歳

～

35歳

△ 2

47歳

20歳
未満

26人

51歳

～

55歳23歳

56歳

～ ～

△ 1

土　木

0

0

3

20歳

6

43人25人30人 37人職員数 18人3人

普
通
会
計
部
門

税　務

下水道

総　務

計

9

環境林務課職員の減

6

4141

労　働

11

その他

合　　　計

3

[  0  ]

小　　計

14衛　生

公営企業等
会計部門

小　　計

病　院

△ 1

△ 3

医療専門職の減

170.68

28歳

0

介護老人保健施設職員の減

4

17

民　生

40歳

～ ～ ～

農林水産

27歳

22人 29人

区　分

[  309  ]

～

主な増減理由

0

水産農政課職員、水道課職員の減

観光商工課の職員の減商　工

52歳

59歳

3

0

143.07

197.03

234.50

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18
構成比 ５年前の構成比%

（例）
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　(3) 職員数の推移

（単位：人・％）

（

（

（

（

（

（注）各年における定員管理調査において報告した部門別職員数。

７　公営企業職員の状況
　(1) 水道事業

①職員給与費の状況
ア　決算

イ　特記事項　　なし

（注）１　基本給とは、給料月額及び扶養手当の合算額である。

　　　２　平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。

③職員の手当の状況
ア　期末手当・勤勉手当

期末手当 勤勉手当

　月分 　月分

（ ）月分 （ ）月分

（加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置

・役職加算　　　5～15％

・管理職加算　　なし

（注）　（　　）内は、暫定再任用職員に係る支給割合である。

純損益又は 職員給与費

千円

円 －

1.375 0.975

円 372,855

事 業 者

団体平均

団　　体　　平　　均

職員数

1,336

歳 337,221 円

平成31年 令和４年

千円 

区分
期末・勤勉手当 計　Ｂ

平均月収額

95 94 94

191

Ａ

6,118

公営企業等会計計 ％）

▲ 2.1

▲ 4.2

普通会計計

44,961

（参考）R4年度の総費用に

占める職員給与費比率

％ 

8.621,553

千円 

１人当たり平均支給額（R5年度）

（参考）

市町村平均
一人当たり

給与費　Ｂ／Ａ給　料 職員手当

％）

8.0

実質収支

千円 千円 

270,115
R5年度

Ｂ

％ 

基本給

千円

2,841

千円 千円 千円 千円 

－ 歳

厚　　　岸　　　町

厚 岸 町

1,506

円－

人 千円 

一人当たり給与費

給　　　与　　　費

4,009 16,699 5,5663 9,849

区　分

508,691 円

１人当たり平均支給額（R5年度）

45.8

②職員の平均年齢、基本給及び平均月収額の状況（令和６年４月１日現在）

円288,160

2.45 2.05

R5年度

総費用に占める職員給与費比率

Ｂ／ＡＡ

（R5年度支給割合）

95 95 91

　　　３　職員数及び給与費については、任期付短時間勤務職員、暫定再任用職員（短時間勤務）及び定年前再任用短時間勤務職
　　　　員を含み、会計年度任用職員を含まない。

平均年齢

34.4 歳

総 費 用

過去５年間の増減数（率）

291 285

（注）１　職員手当には退職給与金を含まない。

　　　２　職員数については、令和６年３月31日現在の人数である。

総合計 288 294 294

31 3133

区分

 　　　　　　　　年度
 部門別

▲ 2

令和５年

282

160

▲ 6

▲ 4

▲ 2 ▲ 1.0191

教　育 ％）

％）

令和６年令和２年

197

％）

令和３年

0.0

193 199 199

35

160163

3134 0

164 166162一般行政 ▲ 1.2
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（支給率）

勤続２０年

勤続２５年

勤続３５年

最高限度

その他の加算措置 定年前早期退職制度

（3～45％加算）

（退職時特別昇給） 制度なし

ウ　時間外勤務手当

（注）１　時間外勤務手当には、休日勤務手当を含む。

　　　２　職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（○年度決算）」と同じ年度の４月１

　　　　日現在の総職員数（管理職員、教育職員等、制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員を除く。）

　　　　であり、短時間勤務職員を含む。

エ　その他の手当（令和６年４月１日現在）

円寒冷地手当

毎年11月から翌年３月までの
各月の初日において在職する
職員に対して支給
①世帯主で扶養親族あり
　年額116,800円
②世帯主で扶養親族なし
  年額65,300円
③その他 　年額44,000円

同

円

住居手当 異 431 千円 215,500 円

円

円

同

国の制度
との異同

82,467

国の制度と
異なる内容

支給実績（R4年度決算） 494

支給職員１人当たり平均支給年額

（令和５年度決算） （令和５年度決算）

247 千円

171 千円

千円

職員１人当たり平均支給年額（R4年度決算） 247,089 円

738 千円 738,000

47.709 月分

千円

300,000扶養手当

①配偶者　月額6,500円
②子ども　月額10,000円（15
歳から22歳までの子は月額
5,000円を加算）
③上記以外の扶養親族　月額
6,500円

同 300 千円

月分 47.709 月分

１人当たり平均支給額（R5年度） １人当たり平均支給額（R5年度）

170,800

管理職手当
①課長　　　月額61,500円
②課長補佐　月額47,000円

異
支給区分、

支給額

手当名 内容及び支給額

通勤手当

①自家用車使用
　月額2,000円～31,600円
②交通機関利用
　通勤に伴う運賃相当額
（いずれも通勤距離が２km以
上の者が対象）

家賃が12,000円を超える借家
等に入居する職員に対して支
給
月額2,000円～29,000円

計算方法、
支給限度額

支給実績

厚　　岸　　町

47.709 月分

28.0395 月分 33.27075 月分

（注）１　退職手当の１人当たり平均支給額は、令和４年度中に退職した職員に支給された平均額である。

円

月分24.58688

職員１人当たり平均支給年額（R5年度決算） 414,088

19.6695

認定応募・定年

39.7575

団　　体　　平　　均

支給実績（R5年度決算） 828

月分

自己都合

イ　退職手当（令和６年４月１日現在）

自己都合 認定応募・定年

596 千円 0 千円 11,058 千円

２　「応募認定・定年」のうち「定年」には、定年退職及び定年引上げ前の定年年齢に達した日以後その者の
　非違によることなく退職した場合を含む。
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　(2) 病院事業

①職員給与費の状況
ア　決算

イ　特記事項　　なし

③職員の手当の状況
ア　期末手当・勤勉手当

期末手当 勤勉手当

　月分 　月分

（ ）月分 （ ）月分

（加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置

・役職加算　　　5～15％

・管理職加算　　なし

（注）　（　　）内は、暫定再任用職員に係る支給割合である。

（支給率）

勤続２０年

勤続２５年

勤続３５年

最高限度

その他の加算措置 定年前早期退職制度

（3～45％加算）

（退職時特別昇給） 制度なし

②職員の平均年齢、基本給及び平均月収額の状況（令和６年４月１日現在）

イ　退職手当（令和６年４月１日現在）

（注）１　退職手当の１人当たり平均支給額は、令和５年度中に退職した職員に支給された平均額である。

１人当たり平均支給額（R5年度） １人当たり平均支給額（R5年度）

認定応募・定年

485 千円

月分

月分

3,445 千円

47.709 月分

－ 円 －

574,476

団　　体　　平　　均

円

団体平均

1,773 1,493 千円

事 業 者 － 歳

361,528

（注）１　基本給とは、給料月額及び扶養手当の合算額である。

　　　２　平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。

2.45 2.05

1.375 0.975

厚　　岸　　町 団　　体　　平　　均

円

厚　　　岸　　　町

44.8

１人当たり平均支給額（R5年度）

職員手当

千円

（参考）R4年度の総費用に

区分
職員数

（R5年度支給割合）

１人当たり平均支給額（R5年度）

千円 

43.2 歳 335,999

　　　２　職員数については、令和６年３月31日現在の人数である。

　　　３　職員数及び給与費については、任期付短時間勤務職員、暫定再任用職員（短時間勤務）及び定年前再任用短時間勤務職
　　　　員を含み、会計年度任用職員を含まない。

Ａ 実質収支 Ｂ

職員給与費

一人当たり給与費

歳 円

自己都合

人 
R5年度

期末・勤勉手当 計　Ｂ

円 600,119 円

千円 千円 

月分 47.709

自己都合 認定応募・定年

56,174 千円

月分

39.7575

19.6695 月分 24.58688 月分

28.0395 月分 33.27075

47.709

292,865 88,467 118,786 500,118 7,464

市町村平均

67

Ｂ／Ａ

Ａ

給　　　与　　　費

給　料

占める職員給与費比率

R5年度
千円 千円 千円 ％ ％ 

一人当たり
給与費　Ｂ／Ａ

1,305,013 27,897 793,469 60.8 61.3

7,252

区　分 平均年齢 基本給 平均月収額

厚 岸 町

（参考）

千円 千円 

区分
総 費 用 純損益又は 総費用に占める職員給与費比率

千円 

（注）１　職員手当には退職給与金を含まない。

２　「応募認定・定年」のうち「定年」には、定年退職及び定年引上げ前の定年年齢に達した日以後その者の
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エ　時間外勤務手当

（注）１　時間外勤務手当には、休日勤務手当を含む。

　　　２　職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（○年度決算）」と同じ年度の４月１

　　　　日現在の総職員数（管理職員、教育職員等、制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員を除く。）

　　　　であり、短時間勤務職員を含む。

ウ　特殊勤務手当（令和６年４月１日現在）

オ　その他の手当（令和６年４月１日現在）

夜間業務従事

医療業務従事医師

支給実績（R5年度決算）

主な支給対象業務手当の名称

％

1,355,790

円職員１人当たり平均支給年額（R5年度決算）

円

119,822

43.3

主な支給対象職員

医学研究業務手当

夜間業務手当

支給実績（R5年度決算） 6,470 千円

39,318

職員全体に占める手当支給職員の割合（R5年度）

手当の種類（手当数） 2

千円

支給職員１人当たり平均支給年額（R5年度決算）

看護師、准看護師及び介護を業務とする
職員が、正規の勤務時間による勤務が深
夜において行われる看護の業務又は介護
の業務に従事する職員

管理職手当

①院　長　　　月額137,500円
②副院長　　　月額112,000円
③医長・主任医師
　　　　　　　月額75,500円
④事務長　　　月額61,500円
⑤総看護師長　月額57,000円
⑥課長補佐相当職
　　　　　　　月額47,000円

異
支給区分、

支給額 10,283 千円 790,962 円

内容及び支給額
国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

手当名

職員１人当たり平均支給年額（R4年度決算）

支給実績（R4年度決算）

支給実績

（令和５年度決算）

支給職員１人当たり平均支給年額

（令和５年度決算）

扶養手当

①配偶者　月額6,500円
②子ども　月額10,000円（15
歳から22歳までの子は月額
5,000円を加算）
③上記以外の扶養親族　月額
6,500円

同 5,158 千円 191,024 円

7,447 千円

124,122 円

①自家用車使用
　月額2,000円～31,600円
②交通機関利用
　通勤に伴う運賃相当額
（いずれも通勤距離が２km以
上の者が対象）

同 112,438 円

寒冷地手当

毎年11月から翌年３月までの
各月の初日において在職する
職員に対して支給
①世帯主で扶養親族あり
　年額116,800円
②世帯主で扶養親族なし
  年額65,300円
③その他 　年額44,000円

同 5,029 千円 75,055 円

宿日直手当

宿直又は日直勤務を命ぜられ
た職員に対して支給
①医師　　　　 １回21,000円
②その他の職員　１回4,400円

同 8,504 千円 607,393 円

住居手当

家賃が12,000円を超える借家
等に入居する職員に対して支
給
月額2,000円～29,000円

異
計算方法、
支給限度額 5,090 千円 318,125 円

左記職員に対する支給単価

通勤手当

①院　長　　月額530,000円
②副院長　　月額500,000円
③医長・主任医師
　　　　　　月額480,000円
④医　師　　月額460,000円

5時間以上　 １回7,900円
3時間以上5時間未満
　　　　　  １回5,300円
3時間未満　 １回2,600円

2,923 千円
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　(3) 下水道事業

①職員給与費の状況
ア　決算

イ　特記事項　　なし

（注）１　基本給とは、給料月額及び扶養手当の合算額である。

　　　２　平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。

③職員の手当の状況
ア　期末手当・勤勉手当

期末手当 勤勉手当

　月分 　月分

（ ）月分 （ ）月分

（加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置

・役職加算　　　　％

・管理職加算　　　　

（注）１　（　　）内は、暫定再任用職員に係る支給割合である。

　　　２　下水道事業は令和６年度から公営企業化したため、令和５年度の金額等は記載しない

（支給率）

勤続２０年

勤続２５年

勤続３５年

最高限度

その他の加算措置 定年前早期退職制度

（3～45％加算）

（退職時特別昇給） 制度なし

 　　　３　下水道事業は令和６年度から公営企業化したため、令和５年度の金額等は記載しない

ウ　時間外勤務手当

（注）１　時間外勤務手当には、休日勤務手当を含む。

（注）下水道事業は令和６年度から公営企業化したため、令和５年度決算は記載しない

支給実績（R4年度決算） 千円

職員１人当たり平均支給年額（R4年度決算） 円

１人当たり平均支給額（R5年度） １人当たり平均支給額（R5年度）

自己都合 認定応募・定年

千円 千円 4,406 千円

（注）１　退職手当の１人当たり平均支給額は、令和４年度中に退職した職員に支給された平均額である。

　　２　「応募認定・定年」のうち「定年」には、定年退職及び定年引上げ前の定年年齢に達した日以後その
　　　者の非違によることなく退職した場合を含む。

支給実績（R5年度決算） 千円

職員１人当たり平均支給年額（R5年度決算） 円

イ　退職手当（令和６年４月１日現在）

厚　　岸　　町 団　　体　　平　　均

自己都合 認定応募・定年

19.6695 月分 24.58688 月分

28.0395 月分 33.27075 月分

39.7575 月分 47.709 月分

47.709 月分 47.709 月分

事 業 者 － 歳 － 円 － 円

厚　　　岸　　　町 団　　体　　平　　均

１人当たり平均支給額（R5年度） １人当たり平均支給額（R5年度）

千円 1,489 千円

（R5年度支給割合）

②職員の平均年齢、基本給及び平均月収額の状況（令和６年４月１日現在）

区　分 平均年齢 基本給 平均月収額

厚 岸 町 37.5 歳 311,700 円 355,509 円

団体平均 44.5 歳 334,536 円 501,579 円

R5年度
人 千円 千円 千円 千円 千円 千円 

6,023

（注）下水道事業は令和６年度から公営企業化したため、令和５年度の金額等は記載しない

R5年度
千円 千円 千円 ％ ％ 

区分
職員数

給　　　与　　　費
一人当たり

給与費　Ｂ／Ａ

（参考）

給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ
市町村平均

Ａ 一人当たり給与費

区分
総 費 用 純損益又は 職員給与費 総費用に占める職員給与費比率 （参考）R4年度の総費用に

Ａ 実質収支 Ｂ Ｂ／Ａ 占める職員給与費比率
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　　　２　職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（○年度決算）」と同じ年度の４月１

　　　　日現在の総職員数（管理職員、教育職員等、制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員を除く。）

　　　　であり、短時間勤務職員を含む。

　　　３　下水道事業は令和６年度から公営企業化したため、令和４年度及び５年度の金額等は記載しない

寒冷地手当

毎年11月から翌年３月までの
各月の初日において在職する
職員に対して支給
①世帯主で扶養親族あり
　年額116,800円
②世帯主で扶養親族なし
  年額65,300円
③その他 　年額44,000円

同 千円 円

（注）下水道事業は令和６年度から公営企業化したため、令和５年度の金額等は記載しない

住居手当

家賃が12,000円を超える借家
等に入居する職員に対して支
給
月額2,000円～29,000円

異
計算方法、
支給限度額

千円 円

通勤手当

①自家用車使用
　月額2,000円～31,600円
②交通機関利用
　通勤に伴う運賃相当額
（いずれも通勤距離が２km以
上の者が対象）

同 千円 円

管理職手当
①課長　　　月額61,500円
②課長補佐　月額47,000円

異
支給区分、

支給額
千円 円

エ　その他の手当（令和６年４月１日現在）

手当名 内容及び支給額
国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

支給実績 支給職員１人当たり平均支給年額

（令和５年度決算） （令和５年度決算）

扶養手当

①配偶者　月額6,500円
②子ども　月額10,000円（15
歳から22歳までの子は月額
5,000円を加算）
③上記以外の扶養親族　月額
6,500円

同 千円 円

北海道内市町村の給与・定員管理等の状況へのリンク
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/scs/kyuuyo/index.htm
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